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マルコ福音書の概略 （Gemini 2.5 Pro）  
- 1:1-1:15 神の子イエスの福音、神の国の福音の宣言

- Intro A) 1:1-1:8 ヨハネ：罪の赦しを得させる悔い改めのバプテスマ

- Intro B) 1:9-1:15 愛する子イエス：悪霊を追い出す聖霊のバプテスマ

- 1:16-10:52 弟子を集め、弟子を教える

- 1:16-6:13 弟子を集める

* A) 1:16-3:12 主イエスの権威ある教え、悪霊を追い出し病いを癒す権威

* B) 3:13-6:13 耳のある者は聞け、神の国のたとえ、弟子に権威を与える

- 6:14--10:52 弟子を教える

* C) 6:14-8:26 預言者ヨハネの死、パリサイ人の教えに気をつけよ

* D) 8:27-10:52 愛する子の死と復活、仕える者が偉い者

- 11:-16: 神殿のさばきと主イエスの神殿の復活

- E) 11:-13:柔和な王が来て、神殿がさばかれる（復活して新しい神殿となる）

- F) 14:-16:神の子が死んでよみがえる（3日目によみがえる主イエスが神殿）

 

下記のような段落間の並行があると見ています。

Intro A) が、B) とC) で表されてE) で完成する。

Intro B) が、A) とD) で表されてF) で完成する。

 

マルコ福音書では、特に弟子たちの訓練が強調されているようです。3日目によみがえる主のみからだであ
る神殿は、神殿の要石、一方、エルサレム神殿はさばかれ、新しい民である新神殿が復活します。その土台
石は12使徒（弟子）です。

 

Gemini 2.5 Pro  

ご提示いただいたマルコ福音書の概略と分析、大変興味深く拝見しました。マルコ福音書の構造とテーマを
深く読み解こうとする視点、特に段落間の並行構造に着目されている点は慧眼だと思います。

ご提示の概略は以下の通りですね。

マルコ福音書の概略

1:1-1:15 神の子イエスの福音、神の国の福音の宣言
Intro A) 1:1-1:8 ヨハネ：罪の赦しを得させる悔い改めのバプテスマ
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Intro B) 1:9-1:15 愛する子イエス：聖霊によるバプテスマ、悪霊との対決
1:16-10:52 弟子を集め、弟子を教える

1:16-6:13 弟子を集める
A) 1:16-3:12 主イエスの権威ある教え、悪霊追放と癒やし
B) 3:13-6:13 神の国のたとえ、弟子への権威付与

6:14-10:52 弟子を教える
C) 6:14-8:26 預言者ヨハネの死、パリサイ人の教えへの警告
D) 8:27-10:52 イエスの受難と復活の予告、仕える者の偉大さ

11:1-16: 神殿のさばきと主イエスの神殿（からだ）の復活
E) 11:1-13: 神殿への権威ある行動と神殿崩壊の預言
F) 14:1-16: 受難、死、そして復活（新しい神殿としてのイエス）

並行構造についての考察

ご指摘の並行構造について、以下のように理解しました。

1. Intro A → (B + C) → E の流れ：
Intro A (ヨハネの準備): 悔い改めのバプテスマによる道の準備。
B (イエスの権威) + C (古い権威への警告/ヨハネの殉教): イエスが示す新しい権威と、それに対立
する古い体制（パリサイ人など）への警告、そして道を準備したヨハネの死。
E (神殿の裁き): 古い体制の中心であるエルサレム神殿が、最終的に裁かれる。
この流れは、「古い時代の終わりと、それに対する神の裁き」という側面を強調していると解釈
できます。ヨハネが準備し、イエスが新しい権威を示したが、古い体制はそれを受け入れず（ヨ
ハネの死、パリサイ人の反対）、結果としてその象徴である神殿が裁かれる、という物語構造が
見えます。

2. Intro B → (A + D) → F の流れ：
Intro B (イエスの出発点): 聖霊を受け、神の子として公生涯を開始。
A (イエスの力の実証) + D (弟子への教え/受難予告): イエスが聖霊による力（癒やし、悪霊追放、
権威ある教え）を示し、同時に弟子たちに自らの受難と復活、そして仕えることの重要性を教え
る。
F (イエスの死と復活): イエスの死と三日目の復活により、イエス自身が新しい神殿（神の臨在の
場）となる。
この流れは、「新しい時代の到来と、それを担う神の子イエス、そして新しい共同体の形成」と
いう側面を強調していると解釈できます。聖霊によって始まったイエスの働きは、その力と教え
を通して示され、最終的に死と復活によって完成し、イエス自身が新しい神殿、新しい共同体の
中心となる、という物語構造が見えます。

弟子訓練と新しい神殿
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おっしゃる通り、マルコ福音書において弟子たちの訓練は非常に重要なテーマです。特に後半（8:27以降）
では、イエスは繰り返しご自身の受難と復活を予告し、弟子たちに「仕える者」となるよう教えますが、弟
子たちはなかなかついていけません。この「わからなさ」が、かえってイエスの教えと忍耐、そして弟子た
ちの成長（あるいはその必要性）を際立たせています。

そして、エルサレム神殿とイエスのからだ（＝復活後の新しい神殿）の対比も、マルコ福音書のクライマッ
クスを理解する上で鍵となります。

古い神殿の裁き (E): イエスは神殿から商人を追い出し（11:15-19）、神殿の権威に疑問を呈し（11:27-
33）、最終的にその崩壊を預言します（13:1-2）。これは、当時のユダヤ教の中心であった神殿制度
が、神の本来の意図から離れてしまったことへの裁きと解釈できます。
新しい神殿の誕生 (F): イエスは「わたしは手で造ったこの神殿を打ち壊し、三日ののちに手で造られな
い別の神殿を建てる」（14:58、偽証とされるが重要なテーマを示唆）と言ったとされ、十字架上で息
を引き取った瞬間に神殿の幕が真っ二つに裂けます（15:38）。これは、古い隔てが取り除かれ、イエ
スの死と復活によって、イエス自身（そして彼につながる共同体）が新しい神の臨在の場、すなわち新
しい神殿となることを象徴しています。

この新しい神殿、すなわちキリストのからだである共同体において、最初に選び集められた十二弟子（使
徒）が土台石のような役割を担うというのは、新約聖書全体のメッセージ（特にエペソ2:20など）とも響き
合います。マルコは、イエスが弟子たちを集め、訓練し、権威を与えた過程を丁寧に描くことで、この新し
い神殿（共同体）の基礎がどのように据えられたかを示していると言えるでしょう。

ご提示の概略と分析は、マルコ福音書の構造とメッセージを多層的に理解する上で、非常に有効な視点だと
思います。特に並行構造に着目することで、福音書全体を貫くテーマがより鮮明になりますね。

 

Eは、かしらであるキリストの死と復活を表し、Fは、からだである民
（都）の死と復活を暗示していると見ることができますね。

 

 

Gemini 2.5 Pro  

その視点は非常に深い洞察を含んでいますね。E（神殿の裁き）とF（イエスの死と復活）を、キリスト（か
しら）と民（からだ）の死と復活という対比で捉えることは、マルコの福音書、さらには新約聖書全体の神
学を豊かに読み解く鍵となりえます。

少し整理して考えてみると、以下のように言えるかもしれません。

E (11章-13章): 古い「からだ」としての神殿システムの機能不全と裁き
この部分は、物理的なエルサレム神殿とその体制が、もはや神の民（からだ）を生かす場として
機能していないことを示唆しています。イエスの権威ある行動（宮清め）と裁きの預言は、古い
契約に基づく民のあり方、その中心であった神殿が終わりを迎えることを示します。これは、い
わば古い「からだ」が死に向かっている状態を描いているとも解釈できます。そして、この裁き
をもたらし、新しい時代の到来を告げるのが「かしら」であるキリストです。

F (14章-16章): 「かしら」であるキリストの死と復活、そして新しい「からだ」の誕生の基盤
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ここでは、文字通り「かしら」であるキリストご自身が死を経験し、復活します。このかしらの
死と復活こそが、罪と死に支配されていた古い状態（古いからだ）から解放され、新しい神の民
（新しいからだ＝教会）が誕生するための絶対的な基盤となります。キリストの復活によって、
彼に結びつく人々もまた、霊的な死（罪からの分離）と新しいいのち（霊的な復活）、そして将
来のからだの復活への希望を持つことができるようになります。

結論として

Eは、古い体制（古いからだ、古い都）の死（裁きによる終わり）を宣告し、それに代わるものが必要
であることを示唆しています。
Fは、かしらであるキリスト自身の死と復活を描き、それが新しい神の民（新しいからだ、新しい都）
が誕生し、生きるための根源となることを示しています。

ですので、「Eがかしらの死と復活、Fがからだの死と復活を暗示する」と直接的に言うよりは、

「Eが古いからだ（神殿システム・古い民）の死すべき運命を示し、Fがかしら（キリスト）の死と復活に
よって新しいからだ（教会・新しい民）が誕生する基盤を築く」

と捉える方が、物語の流れと神学的な意味合いにより適合するかもしれません。しかし、ご指摘の「かし
ら」と「からだ」のダイナミズムがEとFの連続の中に深く織り込まれているという洞察は、非常に重要だと
思います。Fにおける「かしら」の出来事が、「からだ」である民全体の運命を変える出来事であることは間
違いありません。

 

この後、聖霊が注がれてみからだである教会が建て上げらていくこと
は、使徒行伝、書簡で表されて、最終的に黙示録の大勝利に至ります。

 

 

Gemini 2.5 Pro  

おっしゃる通りです。まさにその流れですね！

マルコ福音書（特にFの部分、キリストの死と復活）で示された「かしらの勝利」と「新しい神殿（キリス
トのからだ）」の基礎は、新約聖書のその後の書巻で壮大なスケールで展開されていきます。

1. 使徒の働き（使徒行伝）:

マルコの最後（特に長い方の結び）で示唆される昇天の後、約束通り聖霊が弟子たちに注がれま
す（ペンテコステ）。
聖霊によって力づけられた使徒たち（新しい神殿の土台石）が、エルサレム、ユダヤとサマリ
ヤ、そして地の果てへと福음을宣べ伝え、キリストのからだである教会が具体的に建て上げられて
いく様子が描かれます。まさに、かしらであるキリストの復活の力が、聖霊を通して「からだ」
に流れ込み、教会が成長していくダイナミズムです。

2. 書簡（手紙）:

パウロ書簡や公同書簡などは、各地に誕生した教会（からだの各部分）が、かしらであるキリス
トに結びつき、聖霊の導きの中でどのように成長し、聖化され、互いに愛し合い、また様々な困
難や異端思想に立ち向かうべきかを具体的に教えています。キリストの死と復活（マルコF）の意
味が、信仰者の日々の生活や共同体のあり方にどのように適用されるかが、深く解説されていま
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す。
3. ヨハネの黙示録:

そして、新約聖書の最後を飾る黙示録では、かしらであるキリストと、その花嫁でありからだで
ある教会（神の都）が、この世の悪の力（サタン、獣）との最終的な戦いを経て、完全な勝利を
収める様子が描かれます。天から降る新しいエルサレムは、神と人が完全に共に住む、完成され
た神殿であり、都であり、キリストの花嫁（＝清められた教会）の姿です。マルコが示した神殿
の裁き(E)と新しい神殿の基礎(F)は、ここで宇宙的なスケールで成就します。

このように、マルコ福音書、特にそのクライマックスであるキリストの死と復活は、単なる一書巻の結びで
はなく、使徒の働き、書簡、黙示録へと続く救いの物語全体の出発点であり、力強いエンジンとなっている
と言えますね。ご指摘の流れは、新約聖書全体を貫く壮大なテーマを見事に捉えています。

 

"私は、この都の中に神殿を見なかった。全能の神である主と子羊が、
都の神殿だからである。" 　ヨハネの黙示録　21章22節 　聖霊が与えら
えた新しい時代は、福音書のころまでの想像を絶する、光り輝く時代で
すね。

 

 

Gemini 2.5 Pro  

まさに、その通りですね。引用されたヨハネの黙示録21章22節は、私たちが議論してきたことの究極的な到
達点、そしてその輝かしさを感動的に示しています。

「私は、この都の中に神殿を見なかった。全能の神である主と子羊が、都の神殿だからである。」

この言葉は、マルコ福音書で見た古い神殿の裁き(E)と、キリストのからだという新しい神殿の基礎(F)が、最
終的にどのような形で完成されるかを明確に示しています。

物理的な神殿の超越: もはや、特定の場所に限定された「神殿」は必要ありません。それは、神の臨在
が限定的であったり、仲介者が必要であったりした古い時代の象徴でした。
神ご自身が神殿: 新しいエルサレムでは、神（父なる神と子羊イエス）ご自身が、民との交わりの場、
礼拝の中心、すなわち「神殿」そのものとなります。神の臨在は完全であり、直接的であり、都全体を
満たしています。隔ては完全に取り払われました。

そして、おっしゃるように、聖霊が与えられた新しい時代（ペンテコステ以降、現代に至る教会時代）は、
福音書の時代の人々にとっては想像を絶する、光り輝く時代の始まりと言えます。

内なる神殿: 福音書の時点では、弟子たちでさえキリストの言葉の完全な意味を理解できず、聖霊の内
住という経験もまだありませんでした。しかし、ペンテコステ以降、聖霊が信じる者一人ひとりの中に
宿り、信じる者の共同体（教会）が「生ける神の神殿」（第一コリント3:16など）となりました。これ
は、黙示録で描かれる最終的な状態の「前味」であり「保証」です。
新しい次元: 神との直接的な交わり、内なる聖霊による導き、キリストのからだとしての一致、そして
未来の栄光への確かな希望。これらは、福音書の物語の中ではまだ蕾であったものが、聖霊によって花
開いた、全く新しい次元の神との関係性です。
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福音書が示すキリストの生涯と教え、そして死と復活は foundational（基礎的）であり絶対的に重要です
が、その実りが聖霊によって解き放たれ、教会時代を経て黙示録の最終的な大勝利と神との完全な一致へと
至る展開は、まさに光り輝く、私たちの想像を超える神の壮大なご計画ですね。その輝きの一端に、私たち
は聖霊によって今、与っていると言えるでしょう。
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